
朝日小学校6年生です

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
⑪

   ○る 
 レ
・
コ
ー
ド
の
湯

　
西
泊
津
の
高
台
に
２
０
０
０
m
の
ボ
ー
リ
ン

グ
を
行
い
温
泉
を
掘
り
当
て
た
。

　
平
成
　
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
町
民
や

１０

多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
倆
塩
化
物
泉
で
、
神
経
痛
や
皮

膚
病
な
ど
あ
ら
ゆ
る
疾
患
に
効
能
が
あ
り
、
な

め
ら
か
な
泉
質
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
や
宴
会
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
完
備

し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
牧

歌
的
な
風
景
の
中
に
多
く
の
人
が
憩
の
場
を
求

め
、
訪
れ
て
い
る
。

　
　
ル
ン
ル
ン
と

　
　
　
　
　
鼻
歌
も
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
・
コ
ー
ド
の
湯

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。

ぼくとわたしぼくとわたしのの
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角
国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に
　

　
　
　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う
角

　　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
時
に
あ

な
た
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
老
後
に
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振

替
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
国
民
年
金
に
は
保
険
料
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
役
場
町
民
生
活
課
で
免
除
又
は
納
付

猶
予
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
保
険
料
免
除
制
度

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
時
に
利
用
で
き
る
制
度
で
、
本
人
と
配

偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
れ
ば
承
認
さ
れ
、
保
険
料
納
付
の
全
額

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

★
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
　
歳
未
満
で
あ
る
と
き
に
限
っ
て

30

利
用
で
き
る
制
度
で
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
全
額
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
納
付
猶
予
は
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

★
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
あ
る
と
き
に
限
り
利
用
で

き
る
制
度
で
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
は
、
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
配
偶
者
や
世
帯
主
の

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
な
ど
の
承
認
さ
れ
た
期
間

（一
部
納
付
免
除
承
認
期
間
に
お
い
て
納
付

の
な
い
期
間
は
除
く
）
は
、
老
後
に
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
時
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
添
付
す
れ
ば
、

そ
の
方
の
前
年
の
所
得
を
0
円
と
し
て
免
除

審
査
を
す
る
特
例
も
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
社
会
係

　
　
　
     緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

角
ス
ズ
メ
蜂
退
治
用
の
「誘
香
液
」
の

　
　
　
　
　
　
作
り
方
に
つ
い
て
角

　
ま
も
な
く
ス
ズ
メ
蜂
の
活
動
時
期
と
な
り

ま
す
が
、
女
王
蜂
の
動
き
が
活
発
化
す
る
前

に
次
の
手
順
で
作
製
す
る

「誘
香
液
」
で
誘

い
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
作
製
し
住
宅
か
ら
少
し
離

れ
た
場
所
に
吊
る
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
に
近
い
と
蜂
が
多
数
飛
来
し

危
険
な
こ
と
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈設
置
時
期
〉

・
６
月
～
７
月

　
（蜂
は
女
王
１
匹
か
ら
巣
作
り
を
行
う
の

　
で
、
１
匹
目
を
取
る
こ
と
が
大
事
）

・
８
月
中
旬
～
下
旬
　

　
（蜂
の
巣
が
大
き
く
な
り
、
巣
分
れ
を
す
る

　
の
で
効
果
が
あ
る
）

〈材
料
〉

　
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
㍑
以
上
　
　
　
１
本

　
・日
本
酒
（
ワ
イ
ン
も
可
）　
１
５
０
㏄
位

　
・酢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㏄
位

２０

　
・砂
糖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
ｇ

５０

７０

　
・水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
㏄

〈作
り
方
〉

　
①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
カ
ッ
タ
ー
で
１
・
５

　
㎝

に
３
方
切
り
穴
を
２
～
３
か
所
開
け
る
。

　
穴
が
大
き
い
と
蜂
が
逃
げ
る
の
で
注
意
。

　
②
上
記
の
材
料
を
混
合
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　
ル
に
入
れ
て
蓋
を
す
る
。

　
③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
住
宅
か
ら
、　

～
　

15

20

　
ｍ
位
離
れ
た
木
や
軒
下
な
ど
に
吊
る
す
。

　
　
蜂
が
た
く
さ
ん
入
る
と
、
液
を
交
換
す

　
る
か
蜂
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

角
新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
に
つ
い
て
角

　
町
で
管
理
し
て
い
ま
す
新
冠
共
同
墓
地
に

つ
い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以

内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住

所
を
有
す
る
方
に
対
し
、
随
時
墓
地
使
用
許

可
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
冠
共
同
墓
地

（
字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
7
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円

○
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
環
境
衛
生
係

　
　
　
    緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

harada
長方形


